
●施設の概要

非公募

利用料金 料金徴収なし

●利用状況

●業務の履行確認

施設管理

①施設及び設備等の管理
②施設内の清掃業務
③設備の保守点検業務

①巡視・点検を随時行い、適切に管理している。
②日常清掃、定期清掃を実施している。
③保守点検業務を適切に実施している。

区　分 確　認　事　項 履　行　状　況

利用者
サービス

①供用日・供用時間及び使用許可基準の遵守
②適切な人員配置及び人材研修の実施
③広報の方策
④利用者からの意見を聴くためのアンケートボックスの設置
⑤苦情への対応

①遵守しており、適切な運用が行われている。
②利用者サービスの提供に支障のない適切な人員
配置となっている。業務を適切に遂行できるよう、適
宜研修を実施している。
③ホームページのリニューアル、各種お知らせコー
ナーの更新等を実施している。
④アンケートボックスを設置のほか、ホームページ上
のお問い合わせフォームにより利用者からの意見聴
取、改善に取り組んでいる。
⑤苦情や要望に対し、適切に対応している。

自主事業

2企画以上の自主事業の実施
①飲食提供施設の運営
②その他の自主事業の実施

①飲食提供施設の運営
　【利用者数】3,395人
　【売上】15,043,680円
②その他の自主事業（3企画）
　・いのちの授業を体験的に学ぶ
　　開催日：令和7年6月7日
　　【来場者】23人
　・ゆかた祭りと駅前スタンプラリ－2025
　　開催日：令和7年7月6日(日)
　　【来場者】150人
 ・デジタルアート展
　　開催日： 令和7年8月9日～13日
　　【来場者】393人

施設修繕

下記の観点からの修繕実施状況
・迅速な修繕の実施
・指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備

日常業務の中で施設の状況を把握し、適切な修繕を
実施している。
・水漏れ修繕
・テーブルのがたつき調整
・コンセント取替修繕

危機管理・
法令遵守

①個人情報の保護
②非常時の対応策
③関係法令の遵守

①条例等を遵守、適切に対応している。
②防災訓練の実施など、緊急時に迅速に対応できる
よう努めている。
③関係法令を遵守した運営を行っている。
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会議室（3） 37.1 53.3 31.4 47.4 39.6

スタジオ（2）

45.1
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公募

R5下半期 R5上半期

24.6 27.1 16.6

利用者数（単位：人） 53,892 64,055 53,814 60,474

楽屋（5） 15.9

19.1

15.4 9.5 13.7

52,789

各室
稼働
状況
（％）

20.6

大会議室 59.3 65.6 55.6

施設概要
鉄筋コンクリート造地下1階地上6階建、床面積：10,214.01㎡
ホール、楽屋（5室）、スタジオ（2室）、大会議室、会議室（3室）、研修室（6室）、展示ギャラリー、駐車場

R7上半期 R6下半期 R6上半期

令和７年度上半期　指定管理者管理運営状況シート

施設名 岐阜市文化産業交流センター 所管課 観光コンベンション課

所在地 岐阜市橋本町一丁目10番地11

指定管理委託料（年額） 80,714,000円（当初＋補填）

施設の設置目的
地域交流、文化活動及び産業活動の拠点として、地域交流の促進、文化の向上及び産業の振興を
図る

料金制 使用料

指定管理者名 T・H・Bファシリティズ　代表構成員：ハヤックス株式会社　代表取締役　早川知明

指定期間 令和4年4月1日　～　令和9年3月31日

選定方法



●利用者評価

利用者アンケートの
実施状況

＜来館者及び施設利用者＞
・施設利用者には、直接手渡しで記入依頼し、利用者の意見聴取に積極的に取り組んでいる。
・来館者が気軽に記入できるように、1階の記入場所以外に、4階・5階にもアンケートボックスを設置して
いる。（上半期：215件）

＜自主事業＞
令和7年度上半期は、6月に自主事業「いのちの授業を体験的に学ぶ」、8月に「デジタルアート展」実施
し、参加者アンケートを実施しました。

利用者アンケートの
実施結果

＜来館者及び施設利用者アンケート結果内訳＞　※小数点以下四捨五入
　【スタッフの応対】　　　　　　非常に良い 56％　良い 37％　普通   7％　悪い 0％
　【清掃・警備の管理状況】　非常に良い 64％　良い 32％　普通   4％　悪い 0％
　【駐車場の対応】　　　　　　 非常に良い 47％　良い 38％　普通 15％　悪い 0％
　【全体について】　　　　　　　非常に良い 58％　良い 37％　普通　5％　悪い 0％
職員のマナー研修・セルフモニタリングを適宜実施することにより、満足度の高い水準を維持していま
す。
＜自主事業アンケート結果内訳＞　※小数点以下四捨五入
　【いのちの授業を体験的に学ぶ】　非常に良い 78％　良い 22％　普通   0％　悪い 0％
　【デジタルアート展】　　　　　　　　　 非常に良い 60％　良い 27％　普通 13％　悪い 0％
「いのちの授業を体験的に学ぶ」では、全回答で「非常に良い」と「良い」が合わせて100%で参加者から
高い評価を受けた。
「デジタルアート展」では、「非常に良い」と「良い」の回答が87％と高い評価を受けた。

利用者からの
要望・苦情と
対処・改善

【利用者（来館者・主催者）アンケートから】
・コロナ以降、トイレ入り口のドアを常に開放されていますが、もう閉めてもよいのでは？　特に女性から
閉めたいという声を聴きます。
　→トイレ入り口のドアは、閉めるようにします。
・カード払いが出来るようにして頂けたらより良い。
　→キャッシュレス決済導入による手数料負担を考慮しつつ、検討を続けます。
・ホワイトボードに字を書くと消した後にインクが残ります。
　→古くなったホワイトボードは、順次更新していきます。
・エアコンの効きがあまり良くなかったため、もう少し効果的にお部屋が冷えるとありがたいです。
　→冷房機器の老朽化によるもののため、改修工事を検討します。



●指定管理者の選定基準に基づく評価

指定
管理者

所管課
評価
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A A A

A A A

A A A

A A A

A

A A A

S S S

A A A

A A A

A A A

A

S S S

A A A

A A A

A

A A A

A A A

S S S

A A A

A A A

A

A A A

S S S

A

貢献性

岐阜市あるい
は施設がある
特定の地域（以
下「地元」とい
う。）の振興、活
性化などに貢
献できるもので
あること

地元の法人その他の団体の育成（一
部業務の再委託先）

・業務の再委託先は、原則、地元業者の中から採用してい
るか。

その他地元への貢献に関すること ・地域の振興、活性化に貢献する活動が行われているか。

区　分　評　価

安定性
安全性

管理を安定して
行う物的能力、
人的能力を有
していること

組織及びスタッフ（採用予定者も含む）
の経歴、保有する資格、ノウハウ、専
門知識等

・各分野での専門知識、経歴や資格を有するスタッフを配
置しているか。

スタッフの管理、監督体制・人材育成
の方策

・職員の管理は適切に行われているか。また、人材の育成
体制は整備され、適切に実施されているか。

緊急時の対応 ・事故、災害等緊急時の対策、対応は適切か。

グループ応募（コンソーシアム）の場
合、グループの安定性

・コンソーシアムの構成団体本体の経営基盤は安定しており、リスクに対応す
る十分な体制が整備されているとともに十分な対応がとられているか。また、
コンソーシアム内の連携が取られているか。

施設の管理 ・施設の保守、点検等適切に実施しているか。

区　分　評　価

利用促進、利用者増の方策
・積極的な広告宣伝の実施により、利用者の拡大を図って
いるか。

区　分　評　価

効率性
管理経費の縮
減が図られるも
のであること

管理経費縮減の具体的方策
・具体的な経費削減の方策を掲げ、管理経費の縮減が図
られているか。

予算執行の適正
・適正に執行しているか。また、不要な予算の執行をして
いないか。

スタッフ配置の妥当性

効果性

対象施設の効
用（設置目的）
を最大限発揮
されるものであ
ること

事業計画の履行状況
・実施計画どおりに事業が実施されたか。また、計画どお
りの成果があったか。

既存業務の改善、工夫又は新規の魅
力的な提案の有無

・業務内容を常に見直し、業務改善に取り組めているか。

指定事業・自主事業（・共催事業）の内
容

・施設の設置目的にあった事業となっているか。成果が
あったか。指定管理者の有する人材・ネットワーク・経験を
活かすことができたか。

利用者ニーズ、苦情などの把握方法
及びサービスの質を確保するための
体制

・利用者ニーズ等を把握するために、アンケート調査等を
実施しているか。また、寄せられた意見に対しては、適切
に対応しているか。運営に反映しているか。

・過不足なく適正な人数を配置し、無理のないスタッフ体制
となっているか。

区　分　評　価

・個人情報の保護についての管理対策は適切に実施され
ているか。

広報の方策 ・平等利用のための適切な広報活動ができているか。

情報公開 ・市の情報公開制度に基づき適切に実施されているか。

区　分　評　価

区 分 選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準
評　　価

公平性
透明性

住民の平等利
用が確保され
ること

平等利用を確保するための体制、モニ
タリングなど

・条例等に基づいた管理運営が適正に行われているか。
また、そのためのモニタリングは実施されているか。

個人情報の保護等



●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など)

●所管課の意見

●指定管理者評価委員会の意見

今後の取組み

・施設の老朽化に伴う改修については、市と綿密に情報を共有して進めていきます。
・収入面に関しては、令和８年度以降にホール・大会議室利用者の回帰に努めます。
　また、新規利用者の開拓にも努めることで収支の黒字化を目指します。
・経費削減に関しては、光熱費を中心とした削減に努めます。

・施設の運営管理は、適切に実施されている。
・オンライン申し込み数が増加し、利用者の利便性向上や事務負担軽減に繋がったことを評価する。
・改修工事を見越した営業活動により、利用者の減少を抑制したことを評価する。
・アンケートで寄せられた意見に対し、積極的に対応し、サービスの改善をすることで、利用者の満足度向上を図り、
利用料金収入の増加に努められたい。

・今後も利用者が利用しやすい運営に努められたい。

今期の取組み
に対する評価

１　公平性について
　公共施設としての公平性、施設の安全管理、地域貢献といった設置目的を忘れることなく、運営しています。
　ご予約受付開始時期の初日における使用希望日の重複については、調整及び抽選を行い、理解を得られるよう
努めました。

２　施設の安全管理について
　予算計画の進捗状況を踏まえた上で、必要な修繕を安全第一で実施しました。

３　利用料金収入について
　大学・病院・各種団体・企業に施設PRを行った結果、昨年度不振であった会議室の売上が回復しました。会議室
の昨年度上期料金収入22,705,420円に対して、今年度上期は26,650,090円で昨年比117.4%。上期収入予算は
53,623,790円に対して、上期料金収入は57,179,560円で予算比106.6%と順調に来ています。

４　経費削減について
　光熱費を中心に削減に努めているものの、原油価格高騰等の影響を大きく受けました。また、今年度もデマンド
(最大需要電力）監視装置により、電力の使用量を監視することで過度な電力消費の抑制に努めました。

５　利便性の向上について
　インターネット予約を令和5年3月から開始しスマートフォンからでも施設の予約受付が可能となりました。WEBで
の受付件数は前回報告時は全体の4割程度でしたが、現在では5割を超えるまで増加しています。

６　地域貢献について
　継続して館周辺の清掃活動を行っています。また、食材の地産地消に継続して取り組んでいます。ゆかた祭りと
スタンプラリーでは周辺地域の賑わいに創出に努めました。今年度から実施したデジタルアート展では延べ393人
（大人236名、子供157名）の参加者があり、特に子供たちに好評でした。

＜方策＞
所管課
①前回、オンライン申し込みは全体の４割程度でしたが、今では５割を超えるまでになりました。
②リピーター、新規の方を対象に、改修工事後の利用再開日などをメールで周知するなど、丁寧な説明
に努めました。

委員会
１時間券を100枚以上まとめ買いすると30％割引となるため、そのことを積極的に案内しました。

＜前回意見＞
所管課：①さらなるオンライン申し込みの普及に努められたい。
        　  ②一部休館を伴う改修工事後の集客を見据えた営業活動に努められたい。
委員会：駐車場について、利用者が利用しやすい運営に努めていただきたい。

前回までの意見を
踏まえた取組み状況


